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今
粛議鋼

平
成

■
年
度
徳
山
大
学
校
友
会
評

議
員
会
が
６
月
２６

日

（土
）
徳
山
市

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
で
５５
名

（委
任
状
１１
名
）

の
評
議
員
が
出
席

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
‥
今
年
度
は

計
議
員
改
選

の
年

に
あ
た
―，
計
議
員

選
出
方
法

の
手
続
き

に
則
―，
選
出
さ

れ
た
６０
名
が
平
成

Ｈ
年
度

ヽ
１２
年
度

評
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
出
方
法

に

つ
き
ま
し
て
辿

っ
て
み
ま
す
と
、
今
年

１
月
に
評
議

員
選
考
委
員
会
が
発
足
、
委
員
長
に

１
号
議
員
藤
岡
正
史
氏

（
２
期
な
■

徳
山
大
学

・
副
幹
事
長
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
〓
こ
の
後
広
報
牛
を
通
し
、

１
号

一職
域
一
２
号

（地
域

・
支

部
一
３
号

一
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
及
び
学

■
団
体
Ｏ
Ｂ
会

，
４
号

（期
別
一
よ

り
４
月
末
日
ま
で
推
薦
依
頼
を
行

い

ま
し
た
．
こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
集
ま

り
ま
し
た
評
議
員
候
補
者
推
薦
状
に

基
づ
き

５
月
、
６
月
と
２
回
の
選
考

委
員
会
を
開
催
、
候
補
者
名
簿
を
作

成
、
最
終
的
に
６
月
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
幹
事
会

に
て
選
考
さ
れ
ま
た
。

今
回
お
も
な
新
規
評
議
員
と
し
ま

し
て
は
２
号
議
員
宇
部
地
域
よ
り
選

出
の
大
久
保
満
氏
、
３
号
議
員
で
は

女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
よ
り
橋

本
泉
氏
、
ま
た
福
島
演
習
か
ら
白
石

清
史
氏
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
．

残
念
な
が
ら
１
号
議
員

（職
域
）
の

掘
り
起
こ
し
は
で
き
ず
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
今
回

選
出
さ
れ
ま
し
た
６０
名
の
方
々
は
お

忙
し
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
１
年

に
１
度
の
評
議
員
会
出
席
だ
け
と
言

わ
ず
、
卒
業
上
の
代
表
と
し
て
活
力

あ
る
Ｏ
Ｂ
会
づ
く
り
に
ど
う
ぞ
お
力

を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（新
評
議
員
及
び
役
員

．
覧
は

３
頁
）

議
事
の
方
は
、
各
部
の
１０
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
、

１１
年
度
の
活
動

方
針
と
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

ま
た
会
則
改
正
等
ス
ム
ー
ズ
に
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

平
成
Ｈ
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
と
、

「
現
在
、
わ
が

国
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
長
年

続
い
た
右
肩
上
が
り
の
経
済
に
終
止

符
が
打
た
れ
、
出
口
の
見
え
な
い
ト

ン
ネ
ル
の
真

っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。

―
―
中
略
―
―
母
校
徳
山
大
学
で
は

受
験
生
急
減
と
い
う
衝
撃
の
中
で
、

教
務
部
長
の
杉
光
教
授
を
中
心
と
し

た

「大
学
改
革
検
討
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
２
０
０
１
年
を
日
指
し
新

学
科
開
設
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
柱

に
様

々
な
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
き
残
―，
を
か
け
て
今
何
を

行
う

べ
き
か
、
大
学
側
よ
り
出
さ
れ

る
具
体
的
事
項
に

つ
い
て
、
本
会
と

し
て
は
全
面
的
協
力
す
る
方
向

で
、

今
後

の
推
移
を
注
視
し
て
い
き
た

い

と
考
え
ま
す
―
―
―
後
略
―
―
」
と

い
う

こ
と
で
１８
歳
人
‐―
減
少
に
伴

い

ま
す
、
受
験
者

の
急
減
に
歯
止
め
を

か
け
再
浮
上
す

べ
く
母
校
を
支
援
し

て
い
く

こ
と
を
活
動
方
針
と
し
て
い

ま
す
‥
大
学
を
と
り
ま
く
環
境
も
厳

し
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
会

の
終

ｒ
後
徳
山
大
学
教
務
部
長

の
杉
光
先

生

の
方
か
ら

‐
入
学

の
現
況
」
と
し

て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
．
２
面
に

詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ど

う
ぞ
ご
覧
下
さ

い
．

議
事

の
最
後
と
し
て
役
員
改
選
が

行
な
わ
れ
、
別
表

の
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
色
と
し
て
若

い
卒
業
上
の
参
両
、
女
性
役
員

の
登

用
を
行

い
新
旧

の
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
に
よ

る

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
会

の
運
営
を
目

指
し
て
い
る
よ
う

で
す
．

な
お
今
回
を
も
ち
ま
し
て
、
３
期

６
年
副
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
小

坂
稔
氏
が
勤
務
地

の
都
合
に
よ
り
選

・τツ `

任
さ
れ
ま
し
た
こ
小
坂
さ
ん
は
徳
山

に
協
栄
生
命
支
社
長
と
し
て
赴
任
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
本
会
役
員
に

つ
か

れ
ま
し
た
．
転
勤

の
多

い
職
業
柄
広

島
、
岡
山
と
途
中
変
わ
ら
れ
ま
し
た

が
、
夕
方
か
ら
の
校
友
会

の
役
員
会

に
も
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
く
な
ど
大

変
精
力
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し

た
。
謹
ん
で
小
坂
さ
ん
の
誠
意
あ
る

活
動
に
対
し
て
心
か
ら
故
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
ご
活
燿
を

祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
計
議
員

会
終
ｒ
後
は
恒
例

の
懇
親
会
が
開
か

れ
恩
師
、
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
さ
ら
に
現
役

学
生
を
交
え
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

いつ
′
ヽ
――
二
ま
し
た
‥

′
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″
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れ
ゆ
一

杉
光
英
俊

器
才
人
口
激
減
と

い
う
社
会
現
象
を

背
景
に
、
各
大
学
は
学
生
の
確
保
、
生

き
残
り
を
日
指
し
た
改
革
案
を
模
索
し
、

そ
の
実
現
に
し
の
ぎ
を
削

っ
て
い
ま
す
〓

本
学
も
志
願
者

の
減
少
は
放
置
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
、
本
年

３
月
学
長
よ
り

対
策
案

の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
７
月
末

に
第

１
次
答
中
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

本
学
の
現
状
と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と

思

い
ま
す
●

１
、
本
学
志
願
者
数
お
よ
び
学
生
数
の
推
移

表
―
は
学
生
数
の
現
況
で
す
．
経
営

学
科
は
３
年
前
か
ら
定
員
を
割
ち
て
お

―，
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
本
年
か

ら
両
学
科
と
も
に
定
員
割
れ
に
陥
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
‥

主
な
原
因
は
１８
才
人
国
の
減
少
と
経

済
学
部
の
人
気
低
下
で
す
．

図
１
は
１８
才
人
国
に
対
し
て
計
算
し
た

予
測
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し

た
場
合
、
２
０
０
３
年
に
は
入
学
者
が

副
名
以
卜
と
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

２
、
大
学
改
革
委
員
会
答
申

本
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
、
杉
光
、

人
竹
、
横
山
、
岡
野
、
高
倉
、
南
、
内

山
の
７
名
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
教
職

員
の
意
見
を
得
な
が
ら
対
策
条
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
７
月
末
に
提
出
し
た

答
中
の
骨
子
と
答
中
事
項
は
次
の
通
り

イに
一，
．

「
こ
の
ま
ま

い
け
ば
全
入
は
避
け
ら
れ

な

い
ｆ
本
学
が
今
緊
急
に
と
る
べ
き
対

策
は
全
人
に
向
け
た
変
革
で
あ
る
．
今

入
に
よ

つ
て
多
様
化
す
る
学
生
の
学
習

面
、
生
活
面
、
さ
ら
に
就
職
山
で
の
支

援
体
制
な
ど
を
整
備
し
、
さ
ら
に
社
会

的

ニ
ー
ズ
ーｉ
あ
わ
せ
て
教
育
内
容
を
見

直
し
、
他
大
学
に
対
し
て
差
別
化
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
¨
」

表1:学生数の現況 (1999.7.1現 在) 減少の上な原因は18才 人口の減少と経済学部の
人気低下にあります。図1は 18才 人口に対して計算した予測グラフです。このまま推移
した場合、2003年 には入学者が250名以下となると予測されます。

ドア  89  '1 ('3  95  ,7  99 ()1 ()1:

年度

92-99年 度来
'午

図1 本学志願者数
(一般+推薦)の
実績と予測

8000

6000

1()00

2000
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願
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表2 答申書項目

①大学が選ばれる時代に対応する入試制度の確立

②多様化する入学生に対するケア体制の整備

③学習意欲を醸成する教育体制の整備

④多様化する学生に対する就職対策

⑤社会的ニーズに合致する学部学科の新設

⑥生涯学習に向けた環境整備

糸蚤,斉学者5(300) 364 404 395 436

経営学部 (150) 123 132 141 161

合  計 (450) 487 536 536 597

f ,l.'nr,r,i:o

;,l q.it:

３
、
全
入
時
代
に
対
応
す
る
大
学
と
は

全
入
時
代
に
は
こ
れ
ま
で
の
大
学
の

イ
メ
ー
ジ
を
聞
度
転
換
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
．

こ
れ
ま
で
の
入
試
は
学
生
を
選
抜
す

る
こ
と
で
あ
り
、
入
試
の
門
戸
を
広
げ

る
だ
け
で
志
願
者
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
，
大
学
が
選
ば
れ
る
時
代
に

は
大
学
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
．

本
学

で
は
本
年
か
ら

Ａ
Ｏ
人
試
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｏ
人
試
は
ア
メ
リ
カ
で
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
制
の
こ
と
で
、
本
来

は
入
試
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
各
地
か
ら

優
秀
な
学
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
く
る
制

度
で
す
。
日
本
で
は
入
学
式
験
を
課
さ

な

い
人
試
と

い
う
誤
解
が
あ
る
よ
う
で

す
が
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〓
や
る
気

が
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
績
は
普

通
で
よ

い
と

い
う
意
味
で
す
。
そ
の
分

ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
●

し
か
し
、
入
学
後
の
ケ
ア
体
制
が

伴
わ
な
け
れ
ば
た
だ
の
人
集
め
策
に
陥

っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
〓

も
う

．
つ
は
、
多
様
性
の
あ
る
教
育

内
容
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
ｔ
し
か
し
、

こ
れ
を
本
学
だ
け
で
や
ろ
う
と
す
れ
ば

大
き
な
リ
ス
ク
を
負

い
か
ね
ま
せ
ん
．

そ
こ
で
、
徳
山
高
専
、
徳
山
女
子
短
期

大
学
、
山
ロ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
ィ
ン
専
門

学
校
等
と
の
間
で
相
互
協
力
協
定
を
準

備
中
で
す
，
ま
た
、
学
生
の
や
る
き
を

引
き
出
し
、
就
職

へ
の
足
が
か
り
と
も

な
る
よ
う
に
、
資
格
取
得
奨
励
令
の
新

設
を
検
討
し
て
い
ま
す
，
大
学
全
体

の

こ
と
を

い
は
な

い
の
で
す
が
、
経
済
学

部
と
異
な
る
ニ
ー
ズ

の
学
部
、
学
科
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
視
点
に
■
〓

た
増

設
案
を
提
示
し
ま
し
た
，

米
国
で
は
１
９
７
６

年
代
に
受
験
人

国
の
減
少
に
直
而
し
ま
し
た
が
、

１０
年

後
に
令
木
私
大
連
が
得
た
結
論
は
次

の

通
‐り
で
す
。

一学
長
を
初
め
と
す
る
経
営
陣
や
教
授

団
が
、
学
生
数
の
減
少
傾
向
を
い
ち
は

や
く
察
知
し
て
警
告
を
発
し
、
そ
の
地

域
同
有
の
高
等
教
育
の
需
要
を
見
極
め
、

果
敢
な
行
動
に
踏
み
切
れ
ば
、
人
口
動

態
の
変
動
に
対
し
て
大
学
は
生
き
残
る

こ
と
が
で
き
る
」

あ
え
て
大
学
の
現
状
を
公
開
し
た
の

は
、
今
本
学
が
置
か
れ
て
い
る
緊
急
性

を
理
解
さ
れ
て
、
協
力
を
お
願
い
し
た

い
か
ら
で
す
。　
一
致
団
結
す
れ
ば
本
学

に
は
ま
だ
飛
躍
す
る
可
能
性
が
大
い
に

あ
‐り
ま
す
。
２
０
０
１
年
は
ち
ょ
う
ど

本
学
創
†
Ю
周
年
に
あ
た
り
ま
す
，
２１

世
紀
の
徳
山
大
学
の
出
発
を
目
指
し
て
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
．．
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役  員

副会長

幹事長   井上 基義

副幹事長  藤岡 正史

事務局長  三嶋 隆史

企画部(部長)磯村

広報部(部長)今元 英之

橋本  泉

岡島 利治

組織強化部

(部長)瀬川 昌文

原田 浩道

守田 文男

笹尾 礼史

事業部(部長)盛貞 和見

岡  浩治

井原 郁生

事務局 守田 武史

村瀬 秀輝

中村 道陽

元山  晃

,議1章|

憲
　
　
男

光

幸

廣
　
　
谷

宮

國
　
　
古

松

会 長

将

幸

介

泰

保

啓

広

本

角

山

氏名 備考 氏名 備考

1号議員 (職域)12名 3号議員 |ク ラブOB団 体
'8名

兼重 宗和 徳山大学 原田 1告道 硬式野球

藤同 正史 川崎 晃一 合気道

豊岡 正行 徳山市役所 守田 文男 ヨット

磯村 泰将 内田 昭次 レスリング

浜岡 1告之 北村 信也 陸上競技

瀬‖1 昌文 島屋 稲垣 直哉 水泳

和泉 憲明 橋本  泉 女子バスケット

長弘 誠二 東山口信用金庫 白石 清史 福島演習

守田  誠

小坂  稔 協栄生命 4号議員 1期別代表・功労者,23名

加藤 友昭 スーパーふじおか 回廣  憲 1期

松官  光 綜合警備保障 井上 基義 2期

白木 i青雄 3期

2号 議員 1支部・地域117名 野崎 俊明 4期

古谷 幸男 山口県東部支部 盛貞 和見 6期

角広 保幸 同  1告治 8期

箱崎 秀彰 通山 賢一 10期

福島 啓文 井原 郁生 13期

志々田秀彦 広島支部 大木 忠彦 14期

長谷川 洋 清木 克敏 15期

神垣 克治 山本 啓介 17期

飛田 徳明 関東支部 木嶋 勇人 18期

森田 雅博 山中 雅英 19期

佐々木俊衡 今元 英之 20期

村尾 勝美 岩国支部 笹尾 礼史 21期

豊‖1 晃男 小川  徹 22期

絹谷 恭之 有吉 英司 23期

吉武 直樹 山口支部 岡島 利治 24期
`新

)

大川 和子 清水 辰郎 25期 (新 )

林   央 赤松 保明 元幹事

大久保 満 宇部地区 八木 元会長

福原 良裕 元会長

合計60名 (う ち女性2名 ) 廣瀬 孝夫 前関東支部支部長

校
友
会
で
は
そ
の
目
的
達
成
の
た
め

企
画
部
、
組
織
強
化
部
、
広
報
部
、
事

業
部
に
お

い
て
各
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
．
各
部
の
主
な
活
動
予
定
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。

冊
旧
団ｍ
開幽

１
，
支
部
設
立
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
づ
く

り
支
援

２
●
各
支
部
へ
の
助
成
、
同
窓
会
へ
の

助
成

３
，
学
生
団
体
及
び
全
国
大
会
出
場
ク

ラ
ブ
ヘ
の
助
成

□
圏

１
，
校
友
会
誌
の
発
行

（年
２
回
）

２
．
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、

発
信

圃
囲

１
，
寮
の
経
営
、

１０
号
館
喫
茶
の
経

営
、
運
営

２
，
学
生
綜
合
保
険
業
務
、
自
動
販
売

機
管
理
業
務

３
．
新
規
収
益
事
業
の
調
査

・
研
究

秋の恒例行事となりました関東支部同窓会を今年も

開催しますG毎年大勢のOB・ OGの方にご参加をいただ

き、年々盛り上がってきています。
これまで参加できなかった方も、毎年参加いただいて
る方もお誘い合わせのうえ是非ご来場ください.

尚、今回も女子短期大学OG会 関東支部の方と教職員
の方々が多数参加されます。

日時 :1999.11,13(土 )

17:30受付開始
会場 :東京全日空ホテル36Fカシオペア

(東京都港区赤坂 1… 12…33
TEL03Ⅲ3505… 1111)

地下銀座線、溜池山王駅下車3分
会費 :5000円

徳山大学校友会関東支部

園凹
開
］

Ｌ

徳
山
大
学
文
化
教
養
セ
ミ
ナ
ー
実

施

（大
学

・
短
大
の
教
授
に
よ
る

地
域
向
け
セ
ミ
ナ
ー
）

２
，
文
化
講
演
会
開
催

（毎
年
冬
季
開

催
、
本
年
度
講
師
未
定
）

３
，
卒
業
生
名
簿
作
成

（卒
業
式
時
、
卒

業
生
に
配
布
）
、
卒
業
記
念
品
配
布

４

校
友
会
名
簿
の
整
備

詳しいお問い合せは

TEL

もしくは徳山大学校友会本部
(担当 :守 田)

TEL 0834-28-7454

徳山大学校友会関東支部事務局
〒135-0061 東京都江東区永代

2‐ 31・14-901



第
２
期
生

中
国
ア
セ
チ
レ
ン
（株
）勤
務

（宇
部
市
出
身

・
在
住
）

大
久
保
　
満
さ
ん

層
躍
す
る

大
０
日
た
ち

新
評
議
員
編

層

キ
ャ
ン
パ
ス
で
思
い
っ
き
り
青
春

を
謳
歌
し
た
学
生
時
代

・
・
・
。

そ
し
て
、
実
社
会
に
出
て
新
た
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
さ
ら
に
、
活
躍
中

の
徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
を
こ
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
新
評
議
員
の

５
人
を
紹
介
し
ま
す
。

このコーナーヘ出ていただける方を募
集しています。ご本人もしくは身の周り
のOBの 方がいらっしゃいましたら校友
会事務局まで、お便りと、掲載用の写真
を1枚お送り下さい。
※詳しくは校友会事務局まで

“活躍する徳大OBたち"

掲載者募集中!!

第
２１
期
卒

（株
）福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
勤
務

（徳
山
市
出
身

・
広
島
市
在
住
）

橋
本
　
泉
さ
ん

徳人女子バスケットボール部OGと して新評議員に選出されました,現在は、

広島に在住され、公共道路の調査・計画を主としたコンサルタント業で活躍=週
末は、広島から徳山まで帰省され、O(〕 同士で結成したバスケノトボ~ル チーム

で練習に励まれています。ちなみに応援していただけるスボンサーも募集中だそ

うです.橋本さんは、ご存知、校友会事務局の局員として3年間活躍されました。

徳大OBの方は皆いい方ばか |,な ので、再び校友会の方と出会える場ができて嬉

しいと語られました。

第
２１
期
卒

下
松
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（株
）勤
務

（山
口
市
出
身

・
徳
山
市
在
住
）

自
石
　
清
史
さ
ん

本誌22号 でご紹介した福島ゼミOB会 よ|)新評議員に.当 時、福島ゼミ初のポ

フラ祭参加で、ゼミの研究成果をまとめた冊子を制作..ま た学生会執行部で活躍

され、第一学食がなくなった後も、毎年ポアラ祭で、おばちゃんを引っ張り出し

て、とリライスを復活させた張本人でもあります。卒業された現在も、下松ケー

ブルテレビで大活躍。開局前から立ち上げに携わ |〕 、加入世帯を増やすために営

業に大貢献.現在も、地域のローカル番組制作のために、撮影から編集までディ

レクターとして大活躍です
=

第
が
期
卒

山
口
岩
井
情
報
サ
ー
ビ
ス
（株
）勤
務

（岩
国
市
出
身

・
徳
山
市
在
住
一

清
水
　
辰
郎
さ
ん

25期 の期別代表で新評議員に選出されました。この春卒業されたばかりです.

4年 間大学祭実行委員会で大活躍されました3持 ち前のユニークなキャラクター

とその信頼性により、多くの友人を築かれました。3.4年には副委員長を努めら

れ、「自分達の作りたいポプラ祭ができた」と熱く語られました。現在は山口岩

井情報サービスに入社され、まだビカピカの新入社員.ひ たすらパソコンの勉強
をされているそうですc「常に感動できる仕事がしたい !」 と社会人としての活

躍宣言をされました̂

第
２４
期
卒

（株
）西
田
事
務
所
勤
務

一宇
部
市
出
身
・
徳
山
市
在
住
）

岡
島
　
利
治
さ
ん

24期 の期別代表で新評議員に選出されました=学生時代、2回生の頃、城ケ丘寮

が開館した年でもあるそうです。4回生の頃は文化体育連合会の委員長をされてい

ました=初の文化系からの委員長だそうです.所属は和太鼓クラブ.有名な回天

太鼓を打たれていました_同好会から部へ昇1各 させられた実績もあります.卒業

後も徳山商工会議所の大徳山太鼓回天振興会で活躍.仕事は経営コンサルタント

の会社に勤務され、税理士の見習い。将来は、独立開業、「岡島税理事務所」だ

そうです
=

‐・ ―■―・・ |■|――.

■青1集

一一一一一一一一一一一一一一●
●

宇部地域で新評議員に選出されました。学生時代、下宿先で知 }〕 合った気の合

う仲間たちと「どじょう会」というサークルを作られたそうですc体育祭に赤ふ

ん姿で御興を押いだり、安い居酒屋を飲み歩いたり…という想い出を語られましたt

今でもご本人の周辺には2‐ 3ヽ期卒の徳大OBがいっばいいらっしゃるとか
=

声を掛ければすぐ集まる仲だそうです_校友会誌を見られて、もっと身近に後輩
がいっばいいると気付かれ、さらに輪を広げたいと意欲に燃えていらっしゃいますr

嶋

1__‐ .■|

羮彙弄



第
２９
回
ポ
プ
ラ
祭
開
催
　
～
新
し

い
ス
タ
ー
ト
～

大
学
開
学
以
来
、
年
行
な
わ
れ
て
い
る
ポ
プ
ラ
祭
も
２９
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
会
は
委
員
長
の
田
端
君

（
２
年
）
を
中
心
に
熱
心
に
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
母
校
を
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

テーマ :「 RESTARTヽ 新しいスター トヽ 」
主な企画 :

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ｆ
ン
ド
ニ
ー
で
８

月
”

ヽ
２１
日
に
開
か
れ
た
世
界
ジ
ユ
ニ

ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
松
本
良
君

（２
年
一

が
見
事
、
６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
，
松
本
君

の
出
場

し
た
■
崚
」級

に
は
世
界
１４
ケ
国
か
ら
‐４
人
が
出
場

し
、
予
選
リ
ー
グ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
選
手
を
破
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
み
、
強
豪
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
選
手

に
判
定
勝
ち
、
次

に
対
戦
し
た
の
は

ロ
シ
ア
中越
千
′で
し

た
が
Ｌ
界

一
の
強

豪

の
卜
馬
計
と
お

り
の
強
さ
を
示
し

フ

オ

ー

ル
負

け

と

な
り
ま
し
た
。
勝

松
本
君
は

「普
段

（国

内
一
人
会
と
ち
が
う
世
界
選
手
権
独
特

の
雰
囲
気
と
緊
張
感
を
体
験
し
、
ス
ピ

ー
ド
、
パ
ワ
ー
、
技
術
に
お
い
て
す
べ

て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
卜
位

に
入
賞
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

松
本
君
の
挑
戦
に
注
目
し
て
い
き
ま

に

■

■

つ

。

て
れ
ば

４
位

レ
」
い

つヽ
し」
こ

ろ
で
し
た
が

得
失
点
差

に

よ
り
ま
し

て

６
什
」
人
丼員
と

な

り

ま

し
徳大の旅INポ プラ祭・

バ ンドライブ 外国人に
よる日本語弁論大会 演
習 クラブ研究 展示発

表 和太鼓演奏・プロピ

アニス トによるソロリサ

イタル 占田松陰関係教

育講演会 地酒展示・×―

GUNラ イブ フリーマーケット

伝説のとリライスの店
もあ

')ま
す。その他いろ

いろ。フアイヤーを囲み

に、多数ご来場下さい。

|`ヽ
｀

‐レ
ス
リ
ン

‐グ
部
　
２
年
　
載
本
　
浪
属

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
６
位
入
賞

ロ

平成 11年度クラブ活動前期結果

匡玉巨因□
中国地区大学野球春季 リーグ戦

◎ 4月 ‐-5月  岡山県営球場他

☆結果 /

4位
ベス トナイン

ニ塁手 仁村俊之 (2年 )

二塁手 江田大介 (4年 )

一塁手 山下真二 (3年 )

外野手 八代昌憲 (4年 )

中国地区大学野球秋季 リーグ戦

◎ 8月 ～10月  徳山市野球場他

☆結果 /

3位 (8勝 5敗 )

ベス トナイン

投 手 田中 明 (4年 )

一塁手 山下信二 (3年 )

区函国
第30回 中国四国学生選手権水泳競技大会

◎ 7月 9日 ヽ11日  徳島県営蔵本プール

☆結果 /

50m自 由型

優勝  増田宜之 (2年 )

100mバ タフライ

7位  殿村修一 (3年 )

200m個 人メ ドレー

3位   中川恵 ‐(2年 ) ′、

轟事鍼
ノil,111::ilili:ilili:、

:::

0ボ貪
勝

勝

優

優

成

平

芳

天

年

年

25回

蕉 31回 全日本大学駅
嬌

四国
響

区最終予選

鱚 ;1憂月臨捐ちL群
5m)

甲 需 Mヽ 学生軟式野

六 lテー グ戦
‥ 下蘭求場^く 日o日 ヽ 16日  1因Y饒

弊投乳 t認
矛
絹

4繁
4年ベストナイ́ 員 ′|,.

匝正函∃
平成 11年度中四国学生ゴルフ春季

1部校 リーダ戦

05月 10日 -13日 111日 長円豊 H湖 コルフ場

☆結果 ,団体戦 '「優勝

ケットボール
優勝大会

匡工五
=□第 5 3 LIIIlil,生 陸上説:t対枝選手権大会

● 5月 1411‐ 1611 ■江市富陸上t技場

☆結果
田

田

柴

中
ｍ

ｍ

JOCジ ュニアオリンピックカップ

全 日本ジュニアレスリング選手権

◎4月 23日 ヽ25日  横浜文化体育館

☆結果 /フ リースタイル

50kg級  優勝 松本 良 (2年 )

76kg級  2位 岩佐康陣 (2年 )

第 2回 アジアジュニアレスリング選手権大会

◎ 7月 3日 ヽ11日  イラン イスラム共和国

(日 本代表 )

☆結果 /フ リースタイル

50kg級  5位 松本 良 (2年 )

◎5月 10日 ヽ13日  広島修道大学
☆結果 /準優勝

◎ 10月 13日 ヽ18日  島根大体育館他

☆結果 /準侵勝  (徳山人48-49広 島大 )

1127ヽ 日立代 本々体育館全国大会出場

医亘囲
中国国学生柔道優勝大会 .同選手1仁 大会

●5,]27「 |―
-30日  徳島県 、1鳴 門武道館

☆結果 _‐ 世1体戦  31:、ア

我
々
、
学
生
会
の
メ
ン
バ
１
９
名
は
、

Ｏ
Ｂ
訪
間
、
平
成
国
際
大
学
と
の
第

３

回
学
生
交
流
の
た
め
７
月
１
日
か
ら
７

月
４
日
ま
で
の
４
日
間
東
京
、
埼
玉
に

行
き
ま
し
た
‥
今
回
、
０
３
訪
間
の
予

定
は
当
初
あ
――
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
校

友
会
及
び
、
校
友
会
関
東
支
部
の
方
々

の
ご
好
意
に
よ
り
東
京
に
て
食
事
会
と

い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
．

さ
て
、　
い
ぎ

Ｏ
Ｂ
の
方
と
顔
を
合
わ

せ
て
も
初
め
て
お
会

い
す
る
の
で
少

々

緊
張
気
味
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
お
話
を
し
て
み
る
と
と
て
も
話

し
や
す
ノヽ
盛
リ
ト
が
り
ま
し
た
。
さ
す

が
に

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て

「日
」
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
．

そ
の
中
で

一
番
心
に
残

っ
て
い
る
お
話

は

「徳
山
大
学
出
身
と

い
う
こ
と
に
誇

り
を
持

つ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

２
年
前
に
執
行
部
主
催
で
ボ
プ
ラ
祭

に
お
い
て

「徳
人
生
よ
、
徳
山
大
学
の

名
を
叫
べ
」
と

い
う
討
論
会
を
企
画
し

ま
し
た
。
在
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
収

る
と
、
多
く
の
学
生
は

「何
大
学
？

一

と
問
か
れ
る
と
返
答

に
困

っ
た
―，
、
山

国
の
方
の
大
学
と
答
え
て
し
ま
う
と

い

う
結
果
が
で
ま
し
た
，

つ
ま
り
、
自
分

が
通

っ
て
い
る
大
学
に
自
信
を
持
て
な

い
、
誇
り
を
持
て
な

い
と

い
う
こ
と
で

す
。
私
も
、
１
年
生
の
頃
は
そ
の
１
人

で
し
た
。
し
か
し
、
学
生
会
に
入

つ
て

一
所
懸
命
に
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
信
と

い
う
か
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
方

の
お
話
で
も

徳
山
大
学
出
身

だ
か
ら
ど
う
だ

と
い
う
意
識
で

は
な
く

「○
○

さ
ん
の
出
身
の

徳
山
大
学
」
と

言
わ
れ
る
よ
う

に
頑
張

つ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
．

つ
ま
り

『出
身
大
学
に
誇
―，
を
持

つ
』

と

い
う
こ
と
は
自
分
自
身

の
努
力
次
第

レ
ヽ
い
つヽ
こ
ル
・で
すヽ
。　
一仕
）宇
′―．一
の
メ

ンヽ
バ

ー
は
一
人

一
人

そ
の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
の
学
生
会
活
動
に
よ
り

一
層
の
努

力
を
改
め
て
決
意
す
る
１
日
と
な
り
ま

し
た
〓

続

い
て
７
月
２
日
か
ら
４
日
平
成
国

際
大
学
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
３
回
日
と

い
う
こ
と
も
あ
――
、

大
変
良

い
雰
囲
気
の
も
と
行
な
わ
れ
ま

し
た
―
今
回
の
目
Ｔ
企
画
で
あ

っ
た
模

擬
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は

「大
学
生
に
車
は

必
要
？
」
と

い
っ
た
簡
易
な
テ
ー
マ
で

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
ぶ
つ
け
合

い
ま
し

た
，
そ
の
中
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
や
、

学
校
の
現
状
な
ど
、
デ
イ
ベ
ー
ト
と

い

う
よ
り
は
意
見
交
換
会
と

い
っ
た
感
じ

で
話
し
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
か

ら
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合

い
活
発
な

意
見
が
出
ま
し
た
〓
今
後
、
両
校
で
様
々

な
合
同
企
画
の
実
現
も
可
能
に
な

っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
両
校
の
学

生
同
士
で
よ
り
多
様
性
の
あ
る
キ
ヤ
ン

バ
ス
ラ
イ
フ
を
築
き
上
げ
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
話
に
非
常
に
感
動
し
、

よ
り
学
生
会
、
徳
山
大
学
の
発
展
を
目

指
し
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
強
く
感
し
た

４
日
間
で
し
た
。

10月 30日 (土)10100～ 18:00
31日 (日)10:00～ 21:00

,
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ヽ
■
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フ
ス
タ
イ
ル
ク
ロ
‥
ズ
ア
ツ
プ

ヨ
ット〓
ウ
エイクボ・ドシ
ョップ
「サ・クルウ
インズ」経営

竹
宮
　
英
伸
さ
ん

（
２３
期
卒
）

平
成

Ｈ
年

３
月
２１
日
、
広

島
市
に
ヨ
ッ
ト

・
ウ
エ
イ
ク
ボ

ー
ド

・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
専
門

店

「
サ
ー
ク
ル
ウ
ィ
ン
ズ
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
店

の
オ

ー
ナ
ー
は
、
３
年
前
に
徳
山
大
学

を
卒
業
さ
れ
た
竹
宮
さ
ん
で
す
．

竹
官
さ
ん
の
徳
大
時
代
は
、

４
年
間
ヨ
ッ
ト
部
に
在
籍
さ
れ
、
光
市
の

室
積
の
海
に
行

っ
て
は
ヨ
ッ
ト
に
明
け
暮

れ
た
日
々
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

４
年
生
の

時
は
主
将
を
努
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
イ

ン
カ
レ
に
出
場
し
た
の
は
３
年
生
の
時
ぅ

個
人
選
で
１８
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
そ

し
て
、
４
年
生
の
頃
に
は
、
今
日
本
側
級

ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
に
出
場
を
呆
た
さ
れ

ま
し
た
。

竹
宮
さ
ん
が
ヨ
ッ
ト
を
始
め
た
の
は
高

校
生
の
頃
か
ら
．
高
校
３
年
間
で
ヨ
ッ
ト

の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
、
徳
山
大
学
を
選

考
し
た
の
も
そ
の
ヨ
ッ
ト
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
理
由
の
ひ
と

つ
だ

っ
た
そ

う
で
す
●

さ
て
、
竹
官
さ
ん
が
独
立
に
至
っ
た
ま

で
の
経
緯
で
す
が
、
大
学
卒
業
後
、
就
職

は
、
広
島
市
に
あ
る
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
社
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
の
方
を

対
象
に
ヨ
ツ
ト
教
室
の
講
師
も
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
実
際
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
土
曜

・
日
曜
日
は
勤
務

と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
好
き
な
ヨ
ッ
ト

の
大
会
に
出
れ
な

い
こ
と
が
直
接
の

理
由
で
、
わ
ず
か
１

年
半
で
会
社
を
退

職
。
退
職
後
、
ご

自
分
の
最
も
身
近

な

ヨ

ッ
ト
を
中
ヽ
′Ｌ

と

し
た

シ

ョ
ツ
プ

店
を
経
営
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
ｃ

ヨ

ッ
ト
は

２
人

の
コ

１
●

■
，

ン
ビ

で
競

技
す

る

ス

‐

〓
■
一
ポ

ー

ツ
。
竹
宮
さ
ん

は
、
高
校
時
代
の

一
つ

上
の
先
輩
と

コ
ン
ビ
を

組
ん
で
、
念
願
で
あ
る

ヨ
ッ
ト
の
大
会
に
出
場

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ｃ

早
く
も
そ
の
成
績
は
、
中
四
国
４７０
級

ヨ
ッ
ト
選
手
権
で
は

２
位

（
１
位
は
オ

リ
ン
ビ

ッ
ク
候
補
だ
そ
う

で
す
）
の
成

績
を
収
め
ら
れ
、
今
年

の
Ｈ
月
に
そ
の

全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
第

■
回
国
民
体
育
大
会

・
ヨ
ッ
ト
競
技
成

年
男
子
側
級
で
は

１３
位
と

い
う
成
績
で

し
た
。
な
ん
と
広
島

で
は
ト

ッ
プ
だ
そ

う
で
す
。
も
は
や
敵
な
し
と

い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
竹
官
さ
ん
の
夢
…
。
そ
れ
は
、

ヨ
ッ
ト
で
勝
ち

つ
づ
け
て
、
有
名
に
な

り
、
そ
し
て
シ
ョ
ッ
プ
も
繁
盛
さ
せ
た

い
こ
と
だ
、
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

サークル
ウインズ

広島市南区皆実町4丁 目

11-19-2F

T[L(082)250-0606

●営業時間/11i00ヽ 20100

●ン~ズ ン中は無休

広大病院

サークル
ウィンズ

イ■こ
べ て
ン 2
卜人
に GD
主 徳
催 大

Ｏ
Ｂ
が

・
請
演

去
る
３
月
ｂ
日
、
（株
）採
用
戦
略
の

代
表
取
締
役
で
あ
り
、
校
友
会
関
東
支

部
の
事
務
局
長
で
も
あ
る
佐
々
木
俊
衡

さ
ん

（
１６
期
卒
）
が
就
職
イ
ベ
ン
ト

を
主
催
さ
れ
ま
し
た
。

（後
援
、
東
京

Ｆ
Ｍ
放
送
）
佐
々
木
さ
ん
は

「情
報
十

行
動
カ
ー
成
功
の
方
程
式
、
就
職
活
動

は
こ
れ
で
勝
て
る
」
と
題
し
て
熱
弁
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う

一
人
の
徳

大
Ｏ
Ｂ
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
現
役
人

事
担
当
者
と
し
て

「人
事
坦
当
者

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
私
た
ち
は
こ
こ
を
見
る
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
、

（株
）
地
産

の
人
事
課
長
田
中
哲
也
さ
ん
で
す
ｊ
円

中
さ
ん
は
徳
大
１２
期
卒
で
す
〓

２
人
の
徳
大
Ｏ
Ｂ
が
、
こ
の
就
職
が

厳
し
い
状
況
の
中
、
東
京
と
い
う
地
区

に
お
い
て
、
多
く
の
学
生
た
ち
を
集
め
、

就
職
支
援
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

」h
水
練
会
会
長

延
原
宏
さ
ん
（１６

期
な
Ｉ

岡
山
県

立
津
山
商
業
高

校
教
諭
）
の
役
員

の
方
々
が
９
月

３０
日
校
友
会
事

務
局
に
訪
問
し
て
下
さ
い
ま
し
た
こ

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会
の
こ
の
会
で
は
、
メ

ー
ル
を
通
し
て
役
員
の
連
絡
を
密
に
と

り
な
が
ら
非
常
に
精
力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
．
定
期
的
な
役
員
会
は
勿
論

の
こ
と
、
在
学
生
の
就
職
の
斡
旋
相
談
、

ま
た
結
婚
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
に
子
供
さ
ん
が

生
ま
れ
た
場
合
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の

賞
を
会
か
ら
渡
す
と
い
う
趣
旨
か
ら
そ

の
子
供
さ
ん
に
対
し
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

贈
呈
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
こ
の
度
は
、
会
報
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
に
と
、
お
米
５
睫
を
４
袋

も
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
水
錬
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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●お便 り随時募集 !

あなたの身近な出来事、在学時代の

思い出、同窓会の話など、何でも結

構です。

●プレゼン ト大募集 !

何でも構いません。貴殿のPRも 添え
て、どうぞ|

●協賛広告募集中 !

校友会誌をより充実させるためにご

協力のほど宜しくお願いします。
※詳しくは校友会事務局まで
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今 元  英 之 120期 ,
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編 集 後 記
大学は激変期に突入しました。来年30周 年を迎え

ますが、ここを境に好転していくことを願つていき

たいと思います。皆様のこ意見もお寄せ下さい。

校友会広報部では部長に若きエース今元氏を迎え

スタッフも入11替わりました。次号ではプレゼント

コーナーを充実させていくことを第一目標として頑

張りたいと思います。
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